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9
月
M
B

一広

9
月
山
口

9
月
時
日

9
月
げ
H

9
月
日
日

9
月
刊
日

9
月
初
日

9
月
れ
日

9
月
幻
日

ヘ
普
通
会
計
／

／
事
業
会
計
、

決
算
な
f

予
算

t

W
案
件
を

認
定
・
可
決
・
同
意

－

あ

ら

ま

審

議

日

程

開
会

（会
期
決
定
、
従
来

理
由
の
説
明
、

成

業
説
明
）

休
会
本
会
綴

（質
疑
．

本
会
議

二

般
質
問
－

産
業
建
設
安
U
会

現
段
M
生
憂
い
以
全

休
会
総
務
教
支
覧
会

与
会
議

（委
U
長
銀
行
、

質
疑
「
討
論
「
表
決
）

一
九
，
‘
斤

4

－A姐
掴マ
ah
v
a
，

し． 9
月
M
日
か
ら
辺
日
ま
で
の

継
続
審
査
5
件
の

H
紅
の
追
加
｛
議
員
提
出

議
案
）閉
会

寵
定
さ
れ
た
も
の

昭
和
日
年
度
決
算

（
一
般
会
計
）

・
制
U
町

一
般
会
計
級
入
歳
出
決
鯨

（特

別

会

計

）

・
朝
日
町
凶
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
向
民
健
康
保
険
診
療
施
設
笹

川
珍
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
地
設
宮

崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
筏

診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

－
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
加
必

禁
子
資
金
特
別
会
計
歳

入
必
出
決
算

－
制
日
町
保
健
文
化
質
基
金
特
別
会
計

法
入
縫
出
決
算

（事
業
会
計
）

・
朝
日
町
立
泊
揖
院
事
業
会
計
決
算

可
決
さ
れ
た
も
の

A
Q

予

算

・
昭
和
問
年
度
朝
日
町

一
般
会
叫
砧

正

予
算

（第
2
号
）

－
昭
和
何
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
1
号）

－
昭
初
日
年
度
朝
日
町
立
泊
病
院
悦
生

会
持
U
m正
予
算

（第
l
号
）

A
そ
の
他

－

m初
日
年
度
制
H
町
伝
的
病
院
が
業

会
計
欠
制
金
処
用
計
算
占

－
町
の
峰
山介
変
一山
に
の
件

A
議
員
提
出
議
案

・
道
路
終
備
に
附
す
る
立
比
郡

同
意
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
教
育
委
U
会
の
香
川
以
を
任
命

す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

A

仏
教
育
委
員

野
村

久
四
（臼
歳
）

下
山
新
5
0
2

＠。
朝
日
町
臓
貝

（教
委
総
務
課
長
、
議

会
事
務
局
長
）
／
大
家
店
公
民
館
長

／
農
業

報
告
さ
れ
た
も
の

－
地
万
円
治
法
第
則
条
に
よ
る
ヴ
決
処

分
、
工
下
請
負
契
約
変
史

請
願
・
陳
情

V
採
択
に
怠
っ
た
も
の

・
流
古
溝
橋
の
設
置
に
つ
い
て

V
継
続
審
査
に
怠
っ
た
も
の

・
公
民
館
の
改
築
に
つ
い
て

－
非
怯
三
原
則
の
取
持
と
法
制
化
を
ボ

め
る
件
に
つ
い
て

・
都
市
計
画
道
路
の
計
画
見
出
し
に
つ

い
て

・
悶
述
北
陸
自
動
車
道
縫
地
区
梅
山
路

線
の
変
更
に
つ
い
て
川

－
ん
刈
述
北
陸
自
動
』
都
道
境
地
区
梅
伴
路

線
の
変
更
に
つ
い
て

ω

①
常
任
委
員
長
報
告

司

3
凋
斗

no

①
総
務
教
育
委
員
会

(2) 

昭
和
町
年
第
4
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

会
期
を
9
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
昭
和
白
年
度
朝
日
町
一
般
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を

は
じ
め
、
昭
和
白
年
度
補
正
予
算
な
ど
げ
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
審
議
の
う

え
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
、
向
島
忠
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
、
陳
情
6
件
に

つ
い
て
は
、
係
択
l
件、

決
定
一が
な
8
れ
ま
し
た
。

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

リ
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
次

の
要
望
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

ー
、
納
鋭
奨
励
金
の
交
付
額
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
各
町
内
会
の
実
情

を
ふ
ま
え、

協
重
に
対
処
さ
れ
た

2
、
防
火
貯
水
憎
め
設
置
に
か
か
る

地
元
負
間
金
に
つ
い
て
は
、
諸
般

の
状
汎
を
勘
案
し、

最
高
限
度
額

を
さ
め
る
な
ど
、
前
向
き
に
検
討

さ
れ
た
い
。

3
、
職
M
M
の
時
間
外
に
つ
い
て
は
、

挙
後
決
裁
に
な
ら
な
い
主
フ
、
適

正
な
人
事
管
理
さ
れ
た
い
。

4
、
公
務
員
二
法
案
に
よ
る
、

定
年

制
が
法
制
化
に
な
る
前
に
、
当
町

等
の
実
情
に
応
じ
た
適
用
内
容
に

さ
れ
る
占
ワ
、
関
係
行
政
機
関
を

通
じ
て
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

5
、
役
場
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

梢
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

6
、
不
動
堂
遺
跡
等
の
削
除
存
骨
理
に

つ
い
て
は
、
細
心
の
法
意
を
払
わ

ar
，J
．L。

7
、
小
小
校
合
の
主
桁
化
が
新
し
い

が
、
特
に
五
附
庄
の
校
合
は
危
険

筒
所
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
の

で
、
早
急
に
修
制
等
の
対
策
を
泌

じ
ら
れ
た
い
。

陳
情
の
「
公
民
館
の
改
築
に
つ
い
て
」

及
び
「
非
怯
三
原
則
の
昭
一
持
と
法
制
化
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付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

を
求
め
る
件
に

つ
い
て
」
は
、
諸
般

の
事
情
を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
継
続
落

査
と
決
し
た
旨
、
報
告
さ
れ
た
。

①
環
境
厚
生
委
員
会

報.. • •• e・e・－あ

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
紅
に
お
い
て
、
住

民
福
祉
課
関
係
の
案
件
で
は
、
当
町
の

人
口
惜
成
割
合
が
ま
す
ま
す
高
齢
即
化
傾

向
に
な
り
、
特
別
養
温
暖
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
屑
希
望
著
も
増
え
て
い
る
現
状
を

ふ
ま
、
え
る
と
共
に
雇
用
の
機
会
を
図
る

見
地
か
ら
も
、
泊
病
院
と
タ
イ
ア
y
プ

で
き
る

4
つ
な
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

の
建
設
多
荷
極
的
に
倹
討
さ
れ
た
い
と

の
強
い
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
環
筏
保
健
課
関
係
で
は
、
住

民
の
方
々
が
組
大
ゴ
ミ
の
廃
棄
場
附
い
か

な
く
、
苦
慮
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、

粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
を
広
域
圏
内
の
三

町
で
建
設
す
る
よ
7
、
鋭
意
努
力
さ
れ

た
い
と
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
泊
病
院
関
係
で
は
、
日
年
度

決
算
で
約
4
、
i
0
0万
円
余
の
欠
航

が
生
じ
、
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
医

療
体
制
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
が
肝
要

な
の
で
、
小
児
科
の
医
師
招
へ
い
及

び
外
科
の
医
師
定
着
化
を
目
指
し
鋭
意

努
力
さ
れ
た
い
と
の
要
望
意
見
が
報
告

さ
れ
れ
J
Z

…広

①
産
業
建
訟
委
員
会

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
九

な
お
、
寝
食
の
過
打
に
お
い
て
、
次

の
要
望
窓
口
凡
が
朗
報
作
さ
れ
た
。

l
、
通
学
、
タ
ム
お
よ
び
発
屯
i
事

利
用
道
路
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
農

道
の
建
設
に
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

2
、
計
画
中
の
国
道
8
号
線
の
舷
側

に
対
し
、
町
に
付
帯
条
件
が
伴
わ

な
い
よ
う
‘

善
処
さ
れ
た
い
。

3
、
消
雪
装
置
の
設
置
希
望
が
多
く

関
係
行
政
機
関
へ
精
力
的
に
働
き

か
け
ら
れ
た
い
。

4
、
農
業
用
水
と
生
活
用
排
水
の
川

川
が
向

↑
な
の
で
問
題
も
あ
り
、

用
水
組
合
の
述
A
H
協
議
会
設
置
を

検
討
さ
れ
た
い
。

5
、
農
道
舗
装
の
要
望
が
多
い
の
で
、

同
庫
補
助
等
の
財
源
篠
保
に
鋭
怠

努
力
さ
れ
た
い
。

6
、
三
峰
開
発
は
、
道
路
然
備
が
最

優
先
と
思
慮
き
れ
る
。
ま
た
投
資

効
果
の
上
が
る
ト
キ
フ
な
、
観
光
開

発
誕
生
を
進
め
ら
れ
た
い
。

7
、
転
作
奨
励
作
物
の
適
用
作
物
選

定
に
つ
い
て
は
、
農
家
の
方
々
か

ら
不
満
が
生
じ
な
い
レキ
ヲ
、
善
処

さ
れ
た
い
。

次
に
、
請
願
の
「
流
雪
織
の
設
置
に

つ
い
て
」
は
願
意
妥
当
と
認
め
採
択
と

決
し
、
陳
情
の
「
都
市
計
画
道
路
の
計

画
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
象

情
を
F
4癒
し
て
、
継
続
審
査
と
決
し
た

旨
、
報
告
さ
れ
た
。

（
一
般
質
問
の
中
か
ら〕

①
跡

地

利

用

質
問

朝
日
中
学
校
の
開
校
に
作
い
、

山
中
小
校
と
小
川
小
学
位
の
跡
地

利
則
を
日
体
的
に
検
社
し
て
い
る

の
か
。

答
弁

当
山
、
泊
中
学
校
は
社
会
教
育

間
体
に
似
つ
で
戴
き
、
小
川
中
乍

校
に
つ
い
て
も
諸
団
体
の
利
用
を

検
討
し
て
い
る
。

①
老
人
施
設
の
増
築

質
問

大
臣
に
あ
る
主
人
制
社
セ
ン
タ

ー
が
好
評
な
の
で
、

m築
等
の
千

だ
て
を
講
ず
る
Y
Jえ
が
な
い
の
か
。

箸
弁

榊

築

に
つ
い
て
は
、
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
好
評
で
要
望
が
多
い

こ
と
も
ふ
ま
え
、
検
討
し
た
い
。

①

ス

ー

パ

ー

農

道

質
問

朝
日
中
学
校
の
開
校
に
伴
い
、

通
学
道
路
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ス

ー
パ
ー
農
道
の
建
設
が
遅
れ
て
い

る
が
、
開
校
ま
で
に
開
通
で
き
る

の
か
。

答
弁

ス
ー
パ
ー
農
道
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
用
地
買
収
等
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
お
リ
、
開
校
ま
で
に

開
通
で
き
な
い
が
、
建
設
に
向
け

鋭
意
努
力
し
た
い
。

①

総

合

計

画

質
問

総
合
計
両
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
ね
ら
れ
る
が
、
重
点
施
策
を

お
聞
か
せ
噸
い
た
い
。

答
弁

重
点
施
策
は
、

「人
口
の
定
住

化
対
策
」、
「観
光
事
業
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実
」、
「土

地
の
布
効
利
用
化
へ

「
役
場
庁
合

建
設
」
の
4
．明
白
で
す
。

①
老
人
ホ
l
ム
建
設

質
問

人
口
の
高
紛
化
傾
’
川
、
並
び
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
貨
の
結
果
等
を
ふ

ま
え
、
在
人
ホ
ー
ム
の
控
設
安
江
川
…

向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

答
弁

特
別
建
議
施
設
を
的
病
院
に
例

殺
す
る
よ
う
、
的
極
的
に
検
討
し

た
い
。

①

入

札

質
問

当
町
の
工
事
請
負
等
の
入
札
業

務
は
、
適
法
か
つ
公
正
に
行
っ
て

い
る
カ
。

答
弁

入
札
業
務
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
に

行
っ
て
お
り
、
初
当
部
門
か
ら
起

案
さ
れ
適
正
な
ム
口
議
制
の
順
序
を

経
る
な
ど
、
組
織
と
し
て
阪
丈
マ
心
さ

れ
る
主
つ
な
ニ
と
は
生
じ
な
い
。

①
室
内
消
火
栓

質
問

小
中
学
校
の
中
で
、

室
内
消
火

稔
を
設
置
し
て
い
る
学
校
が
あ
る

の
か
。

答
弁

泊
中
学
校
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
他
の
学
校
は
、
建
築
年
数
か

ら
法
律
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

①

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

質
問

県
で
健
康
地
進
セ
ン
タ
ー
が
建

註
さ
れ
た
が
、
内
容
的
に
は
ど
ん

な
態
勢
な
の
か
。

答
弁

体
力
テ
ス
ト
や
健
康
診
断
を
目

的
に
建
設
さ
れ
た
施
設
で
す
。

①

分

議

地

質
問

桁
市
町
で
℃
地
分
申
附
し
た
小
で

H
－包
一
酬
が
未
だ
に
比
（
じ
が
建
っ
て

い
な
い
が
、
ど
の
よ
7
に
対
処
す

る
の
か
。

答
弁

事
業
・一主
体
が
勤
労
釘
住
℃
ル
仁
川

協
川
組
へ
H

な
nH

で
、
当
該
機
関
を

通
じ
て
要
請
l
uて
い
る
。

①

農

振

地

域

質
問

一
山
、
路
町
線
の
治
迫
は
住
宅
地

と
し
て
適
地
と
叩
心
Y

ヲ
が
、
現
紅
、

農
業
振
興
地
械
な
の
で
当
該
地
域

か
ら
除
外
す
る
考
え
が
な
い
か
。

答
弁

原
則
的
に
は
で
き
な
い
が
、
昭

和
問
年
を
目
標
に
農
保
地
山
城
等
の

見
直
し
を
号
、
え
て
お
り
、
当
該
地

歩
み
固
め
て
検
討
し
た
い
。

①
土
地
区
画
整
理
事
業

質
問

都
市
計
画
に
沿
っ
た
、
住
宅
地

の
確
保
わ
ね
よ
び
道
路
網
の
終
備
を

図
る
見
地
か
ら
、
土
地
区
画
繁
開
仕

事
業
を
実
地
ず
る
考
え
が
な
い
か
。

答
弁

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
基
本

的
に
は
実
施
し
た
い
が
、
個
々
の

考
え
方
に
相
違
が
あ
り
、
む
ず
か

し
い
。

①
上
下
水
道
計
画

質
問

総
合
計
画
の
見
直
し
を
検
討
し

て
お
ら
れ
る
が
、
上
水
道
計
画
や

下
水
道
計
画
は
将
来
的
展
望
に
欠

け
て
お
り
、
再
検
討
す
べ
き
だ
。

答
弁

ご
指
摘
さ
れ
た
問
題
も
含
め
、

将
来
的
展
望
に
た
っ
て
、
再
検
討

す
る
。

(3) 
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終
戦
後
、
旧
満
州
で
、
中
国
人
に
預

け
ら
れ
た
ま
ま
生
き
別
れ
に
な
っ
て
い

た
南
保
志
保
r
ず
さ
ん

（幻
歳
）
は
、
肉

親
の
朝
日
町
上
町
、
南
保
M

丹
市
さ
ん
（
ω

綾
）
と
み
つ
校
さ
ん
（計
歳
）
と
9
対
日

目
、
大
阪
空
港
で
お
年
ぶ
り
併
会
し
、

一
し
夜
明
け
た
ロ
日
午
後
、
泊
駅
に
無
事

到
務
、
ふ
る
さ
と
の
第
一
歩
を
蹄
み
し

め
ら
れ
ま
し
た
。

泊
駅
前
で
は
、
町
長
は
じ
め
、
水
山
一
川

朝
日
町
日
中
友
好
協
会
長
、
町
内
会
、

中
部
保
育
所
閥
児
ら
約
別
名
の
人
が
ノ

ポ
リ
や
日
中
向
同
の
小
政
を
振
り
、
以

か
く
出
迎
、
え
ま
し
た
。

こ
の
歓
迎
式
の
中
で
志
保
子
さ
ん
は

志
保
子
さ
ん
夢
の
故
郷
に

ー
弱
年
ぶ
り
両
親
と
再
会
｜

報一一一………あ一一一一一一一一………広

「
お
年
閉
め
空
白
を
両
続
に
甘
え
た
い
。

毎
日
夢
に
み
た
日
本
に
・
｝
ら
れ
た
の
は
、

ウ
ソ
み
た
い
」
と
涙
な
が
ら
の
感
謝
の

あ
い
さ
つ
は
感
動
的
で
し
た
。

志
保
子
さ
ん
は
昨
年
叩
月
、
厚
生
省

が
出
し
た
中
国
残
留
狐
児
資
料
に
よ
っ

て
消
息
が
確
認
さ
れ
、
養
母
の
陳
淑
怖

さ
ん
、
夫
の
ほ
い
明
安
さ
ん
、
長
男
徳
武

君
、
二
男
徳
双
君
、
一
二
男
徳
全
君
を
伴

い
、
半
年
聞
の

一
時
帰
国
が
実
現
し
た

も
の
で
す
。

年
金
だ
よ
り

私
た
ち
の
国
民
年
金

〈8
つ
の
公
的
年
金
〉

わ
が
倒
に
は
、
次
の
8
つ
の
公
的
年

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
年
金
、
船
員
削
除
険
、
国
家
公
務

以
共
済
組
合
、
地
万
公
務
員
等
共
済
組

介
、
公
共
企
業
体
職
員
等
共
消
組
介
、

私
立
川
子
校
教
職
員
共
消
組
介
、
農
林
漁

業
間
休
職
民
共
済
組
合
、
凶
民
年
金
。

こ
の
年
金
制
度
の
目
的
は
、
年
を
と

っ
た
り
、
障
答
者
と
な
っ
た
り
、
生
計

の
中
心
者
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
年

金
を
支
給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図
る

も
の
で
す
。

〈
加
入
は
2
と
お
り
〉

凶
民
年
金
の
加
入
に
は
、
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
強
制
加
入
H

と、

ふ
人
の
希
望
に
よ
リ
加
入
で
き
る
H

任

意
加
入
仰
の

2
と
お
り
が
あ
り
ま
す
。

強
制
加
入
者
に
は
、
自
営
業
者
、
農

林
漁
業
に
従
事
す
る
入
、

厚
生
年
金
の

適
用
さ
れ
な
い
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
人
と
そ
の
家
紋
、
お
よ
び
夜
間
部
の

殺
生

・
各
経
専
修
尚
子
生
な
ど
て
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ジ
の
輿
さ
ん
や
凶
民
年

金
以
外
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
年
金
を

．
つ
け
る
資
絡
が
あ
る
人
な
ど
は
任
立
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈加
入
の
手
続
き
は
〉

か
な
ら
ず
加
入
す
る
人
は
、
初
島
成
に

な
勺
た
と
き
お
よ
び
会
社
な
ど
を
や
め

た
と
き
。
ま
た
、
任
意
加
入
の
人
は
‘
加

入
手
希
望
す
る
と
き
、
す
ぐ
届
出
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、

国
民
年
金
か
ら
他
の
年
金
に

変
っ
た
と
き
も
す
ぐ
刷
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
国
民
年
金
の
種
類
〉

凶
M
K
年
金
に
は
、

7
つ
の
年
金
と

一

時
令
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

な
と
き
に
長
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

l
、
左
船
年
金
：
：
：
並
晶
お
年
以
ト
保

険
料
を
納
め
た
人
が
、
日
成
に
な
っ

た
と
き
。

（
ω必
か
ら
繰
上
げ
請
求

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

2
、
通
算
在
齢
年
金
：
：
：
汗
通
川
氏
年

金
と
他
の
公
的
年
金
と
を
プ
ラ
ス
し

て
、
お
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
人

が
、
日
み
に
な
っ
た
と
き
。

3
、
陣
内
年
余
：
：
：

一
定
の
保
険
料
を

納
め
た
人
が
、
ケ
ガ
や
荊
丸
が
も
と

で
障
害
者
に
な
勺
た
と
き
b

4
、
母
子
支
庇
：
：
：
一
定
の
保
険
料
を

納
め
て
い
た
必
が
、
小
火
と
死
別
し
、

日
歳
来
満
の
平
侠
が
い
る
と
き
。

5
、
準
母
子
年
金
：
：
：
一
定
の
保
険
料

を
納
め
て
い
た
組
母
や
柿
が
、
生
計

の
中
心
で
あ
っ
た
息
子
や
父
と
死
別

し
、
同
議
釆
満
の
出
燃
や
弟
妹
が
い
る

ル
」
晶
C

。

6
、
遺
児
年
金
：
：
：
一
定
の
保
険
料
を

納
め
て
い
た
父
あ
る
い
は
母
と
死
別

し
、
父
母
が
い
な
く
な
り
、
同
歳
未

満
の
子
供
が
い
ゐ
と
き
。

7
、
寡
婦
年
金
：
：
：
ャ
毎
年
金
主
又
け

る
資
絡
が
あ
る
失
が
、
年
金
を
繍
求

し
な
い
ま
ま
．
死
亡
し
た
と
き
、
事
政
に

ω必
か
ら
防
殺
に
な
る
ま
で
支
均

8
、
死
亡

一
時
金
：
：
：
保
険
料
を
3
年

以
上
納
め
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
ω

〈
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
v

年
金
額
は
、
物
価
が

5
%以
上
変
動

し
た
と
き
は
、
そ
れ
に
介
わ
せ
て
ス
ラ

イ
ド
さ
れ
ま
す
の
で
目
減
り
し
ま
せ
ん
。

福
祉
年
金
巳
つ
い
て

⑩
私
は
、
在
跡
剛
一
制
祉
年
金
を
ヲ
け
て

い
ま
す
が
、
ほ
か
の
人
は
、
日
l
「

蜘
刊
あ
が

っ
て
い
る
の
に
、
私
の
分

は
、
制
円
し
か
あ
が
ら
ず
、
下
川
の

廷
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
ω

⑧
制
祉
年
金
問
金
制
同
の
れ
刊
で

ー
ベ
給
さ
れ
て
い
辛
子
’
の
で
、
そ
の
支

給
を
効
果
的
に
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
今
年
の
改
正
で
、
左
船
一
M
M初
年

金
の
州
場
人
H

に
限
勺
て
、
受
給
椛
計
の

配
偶
お
や
扶
主
義
務
者
の
前
年
の
収

入
金
制
が
6
人
世
帯
で
、

①

側
万
円
未
満
の
と
き
は
、

JJ 
2 

万
4
千
円

（前
年
比
、

ア
ッ
プ
）。

②

側
万
円
以
上
側
万
円
未
満
の
と

き
は
、
月
2
万

3
r円
（湖
円
ア

ッ
プ
）
で
、
千
円
の
支
給
が
停
汁

さ
れ
ま
す
。

停
止
期
間
は
、
今
年
の

8
月
か
ら

米
年
7
Hけ
ま
で
で
す
ω

あ
な
た
の
よ
う
に
、
制
円
し
か
あ

が
ら
な
い
人
の
配
偶
脅
や
状
長
義
務

者
の
所
得
制
（
収
入
金
制
か
ら
必
袋

純
資
を
差
し
引
い
た
銭
り
の
飢
）
は、

所
持
続
法
に
規
定
す
る
状
量
級
放
等

の
布
無
反
び
人
数
に
応
じ
た
次
の
表

に
議
当
し
た
と
き
で
す
。

l
f蜘
川

(4) 

州制数 H…l人のとき 2人のとき

249.0001'1 3.498，υ001'1 :l,711,000円

1リj・ {!f. 古rt I 

5. 73:3. 000111 5,982.0001'1 6.195,0001'1 

!Jd~ －i！見l』Xt'.£ 3人のとき 4人のとき 5人のとき

3.924.000Jll 4. 1 ：~7 .0001'1 4.350.000111 

1・；Jr i' ・3¥ 高ii

6.408.000JIJ 6.621.0001'1 6. 834 . 00011 J 
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留
保
だ
よ
り

報 …・・…一一… あ…・広

健
康
管
理
は
、
あ
な
た
、
阪
師
、
そ
し
て

国
間
悼
の
三
人
凶
脚
で
行
わ
れ
る
の
が
望

ま
し
い
の
で
す
。

明
日
か
ら
で
は
避
す
vt

0 ま 1~·
Bす附
頃人
庁、り
溢 ｜
康

日
頃
の
努
力

農
業
あ
っ
ち
こ
っ
ち
⑦

、
川’a
 

mH一v
‘可
－
 T円い

－F
O
V4

4

’F 

J
大
候
に
恵
ま
れ
た
H

夏
も
す
ぎ
、

い
よ
い
よ

d
r
本
番
で
す
。

さ
て
み
な
さ
ん
、
そ
の
若
か
っ
た
夏

に
百
し
上
が
ら
れ
た
、
あ
の
つ
め
た
あ

い
ソ
l
メ
ン
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ソ

l
メ
ン
に
欠
か
す
・
｝
と
で
の

き
な
い
の
が
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
風

味
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
生
委

（し
よ

う
が
）
、
と
ミ
ョ
ウ
ガ
で
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
砂
ミ
ョ
ウ
ガ
。
笹
川
地

区
か
ら
「
刺
日
特
産
笹
川
ミ
ョ
ウ
ガ
」

と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
幻
戸
の
農
家

か
ら
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
面
積
で
約

5
ト
ン
が
出
術
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
家
な
ど
で
は
、
y
づ
ち
。
の
ま
わ
り

に
ち
ょ
く
ち
ょ
く
顔
を
出
し
て
い
る
こ

の
ミ
ョ
ウ
ガ
。
お
痢
の
つ
ま
み
に
は
欠

か
せ
な
い
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
・
』

と
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
こ
の
よ
う
な
身
近
に
あ
る
特

産
物
等
を
対
象
と
し
て

「特
産
の
箆
再

開
発
必
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
日
年

度
は
「笹
川
ミ
ヨ
ウ
ガ
」
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
方
の
ま
わ
り
に
こ
の
主
つ
な

。
も
の
に
な
る
H

も
の
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ご
一
報
は
産
業
課
へ
。

消
防
団
秋
季
演
習

消
防
団
が
秋
季
演
習
を
次
の
要
領
で

実
施
し
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で

火
災
と
間
違
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

－
吹

鳴

日

・
吹
鳴
場
所

・
吹
鳴
時
間

日
月
1
日
（
日
）

朝
日
町
全
域

｛演
劇
自
招
集
信
号
）

午
前
7
時

（
消
防
単
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
音
）

中
草
野
団
地

ー
分
讃
募
集
中
l

先
般
、
中
市
野
団
地
の
分
譲
申
込
の

抽
せ
ん
が
行
わ
れ
、
大
部
分
の
人
医
お

が
決
定
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
申
込
者
の

な
い
区
画
が
7
区
耐
（住
宅
付
分
議
）あ

り
ま
す
。

先
着
順
に
受
付
分
泌
さ
れ
ま
す
の
で

ご
希
望
の
方
は
、
高
山
県
佐
毛
供
給
公

社
へ
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
み
先

富
山
市
舟
僑
北
町
4
盛
省
内
号

（富
山
県
森
林
水
産
会
館
内
）

高
山
県
住
宅
供
給
公
社
業
務
課

宮

（
0
7
6
4）

3
21
5
1

3
1
へ
。午

前
8
時
初
分
か
ら

午
前
日
時
却
分
ま
で

当
日
午
前
8
時
ぬ
分
か
ら
午
前
日
時

初
分
頃
ま
で
の
問
、
町
内
全
滅
で
消
防

車
が
紋
水
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
．
洗

濯
物
な
ど
が
漏
れ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

(5) 
今

3
凋
U
寸

nu－－V
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東 A肴A〈』 西
前 霊出 小軍出関 強出大軍出 横

イをF 前書小聞由室関大室大慣掴重債
3 2頭信結露脇面関第綱 3 2頭省結脇関関 綱

殿村山大西水善水大長谷 免 山自加古大事柚川松小谷
村上岡蔵田島万井 平 津口

締
崎下藤田井伊木上原 j事

つつ i原忠せ芝、豊磯っきゑ
取

み義すない布ひ きっち
ねる刷 古 いけ作 吉 よよと 中 ＜~J 山 初i よ苧てみと品き久とやよ

II 日
92 92 92 92 92 93 94 94 94 96 101 

111 ~I 岡 Z 92 92 92 92 92 93 93 94 94 95 JOO 中藤藤羽月 殿不）：（羽小 ji)・ .卜小；律；金舟中東蛭山ノ〉、
道 上寛 動本； "" 

掛町町田山保町高谷 王
谷薙 政官下城坂人山 町 堂 町入更

前 一 次 前
頭 頭

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 
検 査 役

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 

脱水大門川山家大上 υ；大 f};越 ii；大川 平 水佐尾坂 居
井 i:h・T u 合端城れ不 i~I] I説 朝 朝 朝 坂 j剃平 上坂島 t度崎藤波

｛本 1・
日 佐久 IJ 日 日つキ繁つれをシ Ii.きつ次

町 町老
や之ふみのさすも亀い 房

よセ次るいりケ山ISくま郎
社

町 い助じいふよてり松よ if•

90 90 90 90 90 90 91 91 91 91 91 tヱ〉エ、 人 住 89 90 90 90 90 90 90 91 91 91 91 
ク・1：・；金位上西西山竹羽 福 フ
民 東下竹中東平 草上南西

横境み； 横下下崎の 祉 フや 福 草横の道 三 柳境 保下
I,(; 町山谷尾町町越内入 協

要会
祉
野尾内 下 浦一 野町越町

十 議 十
f'-エ 課

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2両 長 長 長 wユ098765432両
長与・藤南谷黒大水角問 手i= 水石折水長山大大小長小

行 司井田井部口崎森 r：：； 丸崎崎 島田谷野井岡蔵井 j皐津 i畢
~t 6ix BB 1L 

良
よ干すちしもひ之はちさ フ次のむ I）茂よく滋は文
き代、・ゃいとろ助るよと

老
手口 月 ヨ郎ふめせ次りさ子る子
五 十

88 88 88 89 89 89 89 89 89 89 89 
十 五 88 88 88 88 89 89 89 89 89 89 89 

iln'1.束 Ji)-町小山長 殿下束草
σ3 ....__ 日 境 l山ht>irJ：辻笹藤 i易殿西羽荒ノ、

よ民 主主川南 崎 境横 日 年 調 崎 岩 ノ下川
町野新保更越野 町尾野

勧 進
新川崎川塚 j頼町町入五

十両
フE 十

朝 朝
両

18 17 16 15 14 13 12 17 16 15 14 13 12 

折空中古山正小
日 日 岡水山藤坂平
町老谷 王 島田本田林 町 本島田井藤野

震日ゃあ常
人 住

j原とよちちいク
良ゑい馬秀よ フ 民 j台みきよよよ

88 88 88 88 88 88 88 づ 福 88 88 88 88 88 88 
笹 月容：南西竹 連

fl~ 主上上ニ南平
境 下の ムぷヱE】〉エ、、 横枚保柳
Jll 山田野町内 i果 野町尾僑越 二
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l
i
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j
一

米
康
の
上
を
…

一
一
郷
土
の
伝
説
一

暢町

一

こ

；

…

－
一

一
哨り

h
a

団，凡・・
4

’v
e

…一
西

東

信

観
音
様
…

O
窪
田
l
大
家
庄
O

…

…

此円
、
作

mの
わ
井
出
ト
壬
門
の
酎
打
絡
す
こ
と
に
し
た
。

…

…
に
観
音
様
の
を
が
あ
り
、
人
話
国
製
日
僚
は
ま
だ
少
に
た
た
れ

「明
日

…

…
の
X
の
以
来
一
星
刊
の
子
係
の
次
郎

μ郎
の

製

H
堂
ま
で
は
土
を
蹄
ま
な
い
で
米

…

…
が
い
い
朽
で
よ
く
お
参
り
し
て
い
た
。

依
を
数
い
て
送
っ
て
く
れ
」
と
い
わ
れ

一

…

あ
る
日
、
観
点H
僚
が
次
郎
五
郎
の
夢
た
。
村
人
た
ち
は
堅
持
の
い
わ
れ
る

…

…
に
立
ち
、
明
日
の
鋭
苛
立
に
行
き
た
い
と
お
り
米
依
を
敷
き
、
そ
の
上
を
次
郎

一

…
と
い
わ
れ
た
。
少
は
毎
夜
つ
づ
き
「
も
し

五

郎

が
観
音
機
を
背
負
ゥ
て
明
日
の
法

…

…
此
の
土
地
に
と
ど
め
て
お
き
た
か
っ
た

悩
寺
ま
で
送
っ

た
と
い
う
。

一

…
ら
村
人
は
七
間
四
方
の
堂
を
建
て
屋
一
般
何
体
お
、
句
れ
た
の
か
、
出
明
さ
れ
た

一
休

…

…
は
鳥
の
羽
で
、
山
い
て
〈
れ
」
と
い
わ
れ
の
石
仏
の
観
立
n様
は
金
山
協
呪
の
現
．
紅
一
地

一

…
た
。
次
郎
五
郎
は
村
人
に
こ
の

…
談
I
レ
た
が
、
そ
の
様
な
お
堂
は
と
て
も
番
観
t
陀
様

（窪
回
観
立
口
）
と
い
わ
れ
ま

…

…
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
．
句
と
明
日
へ
つ
．
均
れ
て
い
る
。

…

〈
写
真
は
窪
田
の
三
十
三
香
観
音
v

…

．・・・
・・可

｝
i
d
G
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と
や
ま
観
光
一

O
O選

に
ご
協
力
を

，
－
の
ほ
ど
県
で
は
‘
観
光
事
業
の
阪

興
を
図
る
た
め
に
、
以
内
の
優
れ
た
観

光
資
源
の
小
か
ら
広
〈
県
民
の
推
せ
ん

に
よ
っ
て
「
と
や
ま
の
鋭
光

一
O
O選
」

を
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

朝
日
町
と
し
て
も
、
町
内
の
後
れ
た

鋭
光
資
似
を
県
内
に
広
〈
山
H
．伝
す
る
チ

ャ
ン
ス
で
あ
り
、
観
光
朝
日
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア

ソ
ブ
に
つ
な
が
リ
ま
す
の
で
、

町
民
九
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
お
応
拡
要
領
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

l
、
応
募
ハ
ガ
キ

X
は
ん
い
裂
ハ
ガ
キ
に

推
せ
ん
す
る
5
つ
の
観
光
資
源
と
、

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
附
・

職
業
及
び
電
話
番
号
を
記
入
し
、
役

場
窓
口
、
又
は
泊
駅
の
抜
高
市
箱
に
股

函
す
る
か
、
あ
る
い
は
〒
蜘

高
山

市
新
総
的
総
l
｜

7

富
山
県
観
光

物
産
課
内
「
と
や
ま
の
観
光
一

O
O

選
」
係
へ
釦
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
打
、
応
募
ハ
ガ
キ
は
投
票
箱
に

そ
な
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

2
、
募
集
期
間

昭
和
田
年
叩
月
l
B
l
u月
初

日
（
当
日
の
消
印
有
効
）

3
、
観
光
資
源
の
記
入
例

宮
崎
海
岸
、
城
山
、
上
の
山
、

小
川
温
泉
一花
湯
、
七
重
滝
、
朝

日
ふ
る
さ
と
歩
道
、
朝
日
岳
、

京
崎
灰
付
わ
か
め
、
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ

ニ
、
タ
ラ
汁
。

な
ど
、
は
ハ体
的
に
観
光
資
川
仰
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

4
、
結
果
の
発
表

昭
和
田
年
ロ
月
中
旬

5
、
記
念
品
応
募
者
の
中
か
ら
抽
せ
ん
で
削

名
の
万
に
特
産
品
が
進
呈
さ
れ

±＋す
。

A
q
 

1 2 

0 0 0 
0 0 0 
0 0 0 
円円円
相相相
当当当
ののの
50 品 301¥'111 20 品
名物名物名物

所資？玉三？
必得産）慨 ）
要 1務 5
レ証証（ー（
言明明〈諒（
れ＼ー／（ だ （

予を ；ょ；
ス 〉り）

12>～、ρ～~

最
近
、
資
金
借
入
等
に
よ
る
資
産
証

明
や
所
得
証
明
等
を
必
要
と
さ
れ
る
方
、

ま
た
、
土
地
、
家
屋
台
帳
の
閲
覧
会
希

望
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
＠

続
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
人
め
重

大
な
絡
密
に
属
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

本
人
以
外
の
方
に
は
証
明
書
の
交
付
お

よ
び
ム
n
帳
の
閲
覧
歩
、
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

し
た
が
って、

代
理
人
に
委
任
さ
れ

る
場
合
は
、
必
ず
委
任
状
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

「
た
ば
こ
」
は

地
元
で
買
い
ま
し
ょ
う

（た
ば
こ
消
費
税
に
つ
い
て
）

た
ば
こ
消
代
税
は
、
た
ば
こ
の
小
売

価
格
に
含
ま
れ
て
お
り
、
市
町
村
の
販

売
店
で
売
ら
れ
た
た
ば
、
｝
の
一
本
数
に
よ

リ
、
専
売
公
社
が
消
悦
者
に
代
っ
て
市

町
村
に
納
付
さ
れ
る
税
金
で
す
。

昭
和
田
年
度
中
に
朝
日
町
へ
納
付
さ

れ
た
縦
訓
は
5
、
5
0
4
万
円
で
、
町

税
金
体
の
“
%
を
I
U
め
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
場
介
は
も
と
よ
り
、
出
張

や
旅
行
な
ど
を
さ
れ
る
場
合
で
も
、
地

元
の
小
売
店
で
た
ば
ニ
を
買
っ
て
で
か

け
る
よ
7
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
県
民
税
（
3
期
分
）

〈納
税
は
口
座
振
込
み
で
〉

※
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
指

定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
娠
り
替
え
て

納
税
す
る
確
実
で
便
利
な
制
度
で
す
。

(7) 



ひ ・… 孤3I 4弓・…－習T九さ

私
が
住
ん
で
い
る
こ
の
町
は
‘
き
れ

い
な
所
も
あ
れ
ば
、
と
て
も
き
た
な
い

所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
追
で
立
ち
食

い
を
し
て
、
道
に
ゴ
ミ
疹
訴
て
て
知
ら

ん
ふ
リ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
ん
な
が
ば
か
り
し
て
い
る
と

み
当
に
き
た
な
い
町
に
な
る
と
思
い
ま

す
匂一
人
ひ
と
り
わ
か
う
て
い
て
も
、
つ

い
鈴
て
て
し
ま
・
ヲ
が
が
多
い
と
思
い
ま

す
も
町
内
で
き
れ
い
に
し
て
い
て
も
他

の
人
が
鈴
て
て
い
く
と
ど
う
し

4
7も

あ
り
ま
せ
ん
%

た
と
え
ば
、
学
校
の
脱
刷
の
主
ヴ
に

ゴ
ミ
が
必
ち
て
い
れ
ば
近
く
の
ゴ
ミ
抗

場
に
約
て
る
と
か
．
八
ム
刷
の
ゴ
ミ
w州
に

折
て
る
と
か
、
こ
れ
ぐ
ら
い
は
だ
れ
で

も
で
き
る
と
思
い
ま
す
そ
れ
に
山
に

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
勺
た
時
、
れ
や
つ
の

く
す
や
．
ア
キ
川
な
ど
沢
山
の
ゴ
ミ
か

散
ら
ば
ゥ
て
い
て
と
て
も
気
持
ち
が
わ

る
く
な
勺
て
き
ま
す
b

ご
み
桁
も
ち
ゃ

ん
と
あ
る
の
だ
か
ら
抗
て
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
h

川
だ
勺
て
ゴ
ミ
が
流
れ
て

町
土
美
化
運
動

啓
も
う
作
自

泊
小
学
校
6
年

大
平
美
保
子

町
を
美
し
く

報…－ e・e・－ーあ－一広

く
る
と
、
と
て
も
気
持
が
悪
い
し
、
第

一
川
が
よ
ご
れ
ま
す
。
そ
の
川
も
ゴ
ミ

だ
ら
け
に
な
っ
た
ら
、
も
フ
寄
り
つ
く

気
も
し
な
く
な
リ
ま
す
。

だ
れ
だ
っ
て
き
た
な
い
所
は
行
き
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
違
が
き
た
な
く

し
た
所
を
文
句
を
言
・
フ
権
利
が
あ
り
ま

せ
ん
。
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、

白
分
た
ち
で
、
ゴ
ミ
を
伶
て
な
い
と
か

す
す
’
ん
で
他
の
ゴ
ミ
を
も
っ
て
い
く
と

か
と
巧
え
て
み
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
打
法

が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
山
分
た
ち
は

品
川
て
て
し
ま
う
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

多
分
、
こ
れ
は
小
さ
い
頃
か
ら
そ
う
い

う
が
を
し
て
い
た
の
で
、
－
』
れ
で
当
然
と

思
ゥ
て
い
る
人
か
も
知
れ
ま
せ

ん

こ

の
く
せ
を
直
し
て
こ
の
町
を
き
れ
い
に

し
た
い
と
思
い
ま
す

ゴ、こ
が
綿
ち
て
い
れ
ば
ゴ
ミ
品
川
場
へ

と
実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
ι

『
砂
金
＠
』
と
『
＠
9
＠
曾
mω
』で

交
通
安
全

秋
め
い
父
泊
安
全
誕
動
の

一
部
と
し
て

町
内
科
小
川
子
校
の
む
年
生
を
対
象
に
議

ル
製
作
品

（ポ
ス
タ
ー
、
品
川
川
、
凶
抑制
）
を

ふ
出
し
た
と
ニ
ろ
、
数
多
く
の
作
品
の

中
か
ら
次
の
打
々
が
後
最
ル
作
品
に
…
必
ば

れ
ま
し
た
匂

O
ポ
ス
タ
ー
の
部

品悦
抗
・
：
山
布
行
英
知
川
代

（山
崎
小
）

鉛
抗
：
・
高
山
机
山
工
大
家
山
小
｝

制
抗
・
：
谷
忠
ト
V
U

（一
山
小
）

〈書
道
の
鶴

・
金
賞
〉則通i

〈梅
酒
の
部

・
金
・
0

信
号
樋
の
な
い
道

心
の
信
号
た
し
か
め
よ
う

ア
キ
缶
は
ゴ
ミ
箱
へ

ア
キ
缶
の
散
乱
は
、
観
光
地
の
み
な

ら
ず
、
道
路
、
公
園
等
に
目
立
ち
環
境

上
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
一
人
当
り
年
間
的
本
は
出
す
と
い
わ

れ
、
町
人
口
に
換
算
す
る
と
、
瑚
万
本

と
い
う
膨
大
な
ア
キ
缶
が
出
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
半
分
は
術
生
処
階
惜
し
て
い
る

も
の
の
そ
の
他
は
道
路
、
空
地
、
公
刷
、

川
川
等
へ
の
投
げ
袋
て
ら
れ
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。

一
少
外
へ
山
山
る
と
ア
キ
缶
の
H
凡
な
い

時
は
な
い
く
ら
い
、
あ
ち
こ
ち
で
散
乱

し
て
お
り
非
常
に
銭
念
な
た
訴
で
す
の

ア
キ
街
は
必
ず
ゴ
ミ
容
総
に
人
れ
、

見
当
ら
な
い
時
は
持
勺
て
く
る
く
・
句
い

の
心
が
け
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

町
内
の
環
崎
美
化
の
た
め
、

一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(8) 

寸

j
j
j
j
j
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
4

一
第
一
日
回
青
年
議
会
聞
か
れ
る
け
M
1
%

一

「
阿
国
－

z
JE
B
Zの
戸
を
町
政
に
以
映
さ
せ
る
と
一

呈
門
川
削
川
回
国
間
耐
町
一

』
と
も
に
、
町
政
学
判
、
淡
会
ル
｜
ル
の
4

一
時
耐
凶

f
J創
刊

号

等

を

日

的

と
し
た

れ

川

年

さ

と

一－一
－

J
1－
－
園
田
町
圃
．
，
v

月
4
U
（
H
）聞
か
れ
ま
し
た
。

一

語
胡

圃
園
・
唱
圃
回
開

6
川

m
H
の
組
織
議
会
か
・り
mm
一
日
間
一

清

一

困

問

E
u
d
総

務

教

行

環

境

町

安

告

の

一

d
a
z
m闘
車
関
1
L聞

3
安
川
会
に
分
か
れ、

M
u
m川
組
め
V
U
ん

ご幽
mE
晶
周

d
一寸

光

問

題

な

ど

れ

川

Z
Hか
句
み
た
町
一

岡山川
園
・
・
・
圃
P
Jen
一一

刈
す
る
立
は
や
削
広
明
守
を
川
党
一

一

瞬

圃

圃

．

，

凶
一？

一f

に
町
間

町

の
考
え
を
た
ど
し
閉
会
し
一

宇

認

惚

』

a
E固
回
目
・

ベ

議

ー
IL
－－
a晦
ま

し
た
ι

一

守

2
・

・

・
圃
圃
圃
副
圃
司
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（新
し
い
本
）

人
間
万
本
家
翁
が
丙
午
背
－
M
幸
夫

小

さ

な

貴

婦

人

古

行

則

前

心

十

万

分

の

一

の

偶

然

松

本

消

娠

使

査

線

上

の

ア

リ

ア

森

村

誠

一

大
河
の

一
滴

大

森

駒

栄

秘
聞

一
向

一

撲

藤

本

泉

花

の

彩

ま

石

弓

枝

野
辺
送
り
の
順

三
田
誠
広

毒
（
ポ
イ
ズ
ン
）

赤

川
次
郎

白

色

山

奥

上

下

戸

川

幸

夫

江

戸

剣

花

帖

邦

光

史

郎

も
ヲ
ひ
と
つ
の
太
平
洋
戦
争
仁
木
悦
子

お

ん

な

学

初

年

山

口

洋

チ

女

が

は

ば

た

く

と

き

桐

島

洋

子

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
な
ん
か
怖
く
な
い

久

米

宏

閣

の

総

理

多

撃

て

門

田

泰

明

老
人
の
看
護
を
し
た
主
婦
の
話式
回
和
子

ー
図
書
館
の
ご
利
川
を
｜

報一一－一一 今あ一広

フ
リ
ー
メ
｜
ソ
ン
と
は
何
か久
保
川
政
男

新

一
紛
の
愛
を
く
だ
さ
い広
瀬
善
順
氾
制

日
本
削
明
代
文
字
全
集

（全
ロ
糸
］
）
講

談

社

ス
ヌ
｜
ど

l
令
葉

（
全
凶
巻
）角
川
書
店

第

一
法
悦

日
本
の
童
画

（全
日
巻
）

（こ
ど
も
の
本
）

く
つ
や
さ
ん
と
刊
に
ん
の
こ
び
と
、
ば

く
は
ひ
と
り
で
お
る
す
ば
ん
、
に
げ
た

う
き
ち
ゃ
ん
、
ち
び
ね
こ
く
ん
で
か
と

ら
く
ん
、
エ
ル
の
お
あ
ず
け
、
あ
こ
ち

ゃ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
の
、
さ
か
な
っ

て
な
に
さ
、
ぱ
く
ら
の
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん

バ
ナ
ナ
の
か
わ
で
す
べ

っ
た
ら
、
ち
い

き
な
た
ま
ね
ぎ
さ
ん
、
は
っ
ぱ
の
て
が

み
、
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
、
ポ
ス
が
き
た
、

フ
l
子
と
マ
マ
の
ふ
た
り
、
風
の
な
る

家
、
ヒ
ル
ベ
ル
と
い
う
子
が
い
た
、
か

ら
す
た
ろ
・
7

何
日
日
閃
3
り
日
出
ま
で

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

叩
月
日
日
か
ら
げ
日
ま
て
図
書
の
総

点
検
の
た
め
、
特
別
休
館
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

大
変
ご
凍
渡
ρ
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
の

朝
日
町
教
育
委
員
長
に
柚
木
文
次
氏

が
叩
月
l
日
付
で
就
任
き
れ
ま
し
た
。

運
動
療
法
を
み
な
お
そ
う

l
腰
痛
の
予
防
と

治
療
体
操

l

似
丸
よ
く
腰
掛
体
械
を
続
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
良
い

姿
勢
を
つ
く
リ
、
体
機
後
に
山
火
快
ト
造

労
感
を
川
付
る
こ
と
が
で
き
、
腰
捕
の

F

防
と
治
娠
の
有
効
な
武
総
と
な
り
ま
す
“

図
に
一市
す
体
操
を
l
凶
で
も
2
同
で

も
暇
を
見
つ
け
て
行
う
習
慣
を
つ
け
る

様
に
し
、
日
頃
よ
り
令
葺
を
使
、
7
機
会

を
つ
く
り
筋
肉
を
伸
ば
し
た
り
縮
め
た

り
す
る
主
つ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ぎ
っ
く
り
腰
な
ど
腰
痛
め
激
し
い

時
に
は
安
静
が
第
一
で
す
が
、
2
i
3

週
間
後
か
ら
症
状
に
応
じ
簡
単
な
体
操

か
ら
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。

泊
病
院

筆画亙D

白
木
徹

心の中で5つ敏えなが勺鑑き肩が床から25センチの所で
とめ． 5秒がんばりゆっ〈リ もとにもどして． 基本姿努
で腹式深呼吸をして〈ださい．

ー盃面白

1と閉じ要領で停をねじりなが勺起きます．右手が左屡
にさわるように． S紗頑自民り基本委努にもどります．問
織に左手を右膿にもってい勺て〈ださい．

巡
回
無
料
法
律
相
談

↑
般
的
な
法
作
間
係
に
つ
い
て
、
慨
…

料
で
弁宮崎トし
が
相
談
に
応
じ
ま
す

と

き

制l’r10 
LI 後 JI
町 l20 
fi',j II年 IJ
M: I工
セ 4 ~ 
ン II.~
タ

シ」
－
－
A
ソ

j
i

’i
p
1
‘司
ー二

れ
VJE
37
u
J
ll

近
縁
光
eh

で九九九九九州，、，

Jミσ） ;:'i -- ~＂ 
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笠
か
な
情
操
と
創
造
性
会
長
ウ
と
と

も
に
、
美
術
の
振
興
と
文
化
の
喬
り
高

い
町
づ
く
り
を
め

g
し
て
、
朝
日
町

・

朝
日
町
教
育
委
員
会
・
朝
日
町
中
央
公

民
館
主
催
の
、
第

2
回
朝
日
町
美
術

展
（
絵
画

・
書
・
彫
刻
、
工
芸
・写
点
）
が
、

町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
、
町
一槌

祉
セ
ン
タ
ー
で
日
月

l
uか
ら
日
川
3

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は

ω川
m
u（火
｝
ま
で
、

町
一悩
祉
セ
ン
タ
ー

－
制
日
町
教
打
差
日
以

会
の
い
ず
れ
か

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
叩
月
別
日
に
は
審
伐
会
が
あ

り
優
秀
作
品
に
は

4
部
門
そ
れ
ぞ
れ

に
、
機
せ
ん
、
奨
励
賞
、
努
力
貨
が
ほ

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

報……ー……あ広

審
査
員
絵
画

山
灰
団
幸
一

谷
口
山
郷

書

佐
々
木
幸
雄

水
島
藍
潮

吉
田
池
亭

居
波
玉
翠

殿
村
芳
謙

間
部
善
治

、、
.. ・

’ー

冊
園
内
制
Mn

工
芸
写
真

浦
山
秀
一
加
繰
太
郎

な
お
、
小
中
学
校
の
作
品
展
も
同
時

に
行
わ
れ
ま
す
。
多
数
ご
鑑
賞
く
だ
さ

※
問
い
合
わ
せ
先

制
日
町
教
育
委
以
会

電
話

ニ
｜
二

O
阿

※
申
込
み
性
は
朝
日
町
一
悩
祉
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
明
日
町
教
育
委
員
会
へ

県
民
大
学
校

移
動
巡
回
講
座

ア

マ

茶
の
文
化

川
月
例
目

（土
）

午
後
2
時

制
日
町
悩
祉
セ
ン
タ
ー

京
都
女
子
大
教
授

村
井
康
芦
託
生

出
山
川
町
教
育
委

U
金

制

U
町
教
育
会
は
会

削
日
町
学
校
教
育
研
究
会

と

き

と
こ
ろ

講

師

主

催

共

4溢陸
・
海
・
空
士

自
衛
官
募
集

。
採
用
人
員

一
般
（男
子
）

2
等
陸
士

19 
名

2
等
海
士

5
名

等
空
士

2
名

高
校
生
（
昭
和
計
年
春
高
校
卒
者
）

男
子

2
等
陸
・海
・空
士
約

別
名
2
等
陸
・海・
空
土
計

F
名

女
子

議
絡凡JA

γ
4
j
n又
ト
れ

O
受

付
一

般

同
歳
以
上
お
ぷ
未
満
お

附
利
引
年
作
尚
年
お

昭
和
町
年

ω月
l
日
か
ら

日
月
下
旬
ま
で

昭
和
白
年
印
日
i
日
か
ら

昭
和
計
年
3
月
卜
旬
ま
で

特
別
職
国
家
公
務
員

初
任
給
9
万
i
T側
円
、

ボ
ー
ナ
ス

3
回
（川
口
ヵ
パ
）

日仏
校
時
七

。
待

遇

。
申
込
先
朝
日
町
役
場
総
務
課

｛
宮
3
1
1

1
0
0内
線
日
）
ま
た
は
、
’
H
衛

隊
釦
…
山
連
総
事
務
所

（
宮
0
7
6

5
f
u
l
l
0
3
6
）
へ

み
な
さ
ん
の
た
め
の

行
政
相
談
所
が

聞
か
れ
ま
す

日
市
生
活
を
泊
じ
不
満
や
凶
り
ご
と

か
あ
り
ま
せ
ん
か
。
役
所
や
公
社
浮
の

仕
が
に
対
す
る
許
憾
の
V
H
怖
や
酌
文
明

・

立
見
・
問
い
合
わ
せ
等
に
お
こ
た
え
し

と時

間

ω月
日
目
（
金
）

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

叩
月
幻
自
（
金
）

中
央
農
協
五
箇
庄
支
所

川
月
幻
日
（火
）

大
宅
仕
農
協

い
ず
れ
も
午
後
l
時
泊
分
か

ら
午
後
4
時
ま
で

青
少
年
育
成
の

標
語
募
集

募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

。

作

品

当。
応
募
方
法

。
応

募

先

庁
少
年
育
成
朝
日
町
民
会
議
で
は
、

円
少
年
の
健
全
育
成
を
図
リ
、
非
行
の

な
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
建
設
を
目

的
と
し
た

「青
少
年
育
成
」
の
標
語
を

マ2
2

4

・・’
t
a
f－－－
－＆F
a－
－－
z

E

g

g
－’’
z

i

i
，
．

みんなで最低賃金を守りましょう／

この11i低貸令より低い賃金で労働

:r;・i'fl夜間するこ tはできません。

富山県最低賃金

｛史川者Ii..

。
締
め
切
り

。

発

表

。
賞

品

2,924円額日

366円時間額

q
3「
円
以
ハ
ノ
ム

、、1
’’
A
M
U
 

－－
E
A
 

，，，．‘‘、

一
人

5
題
以
内

未
発
表
の
も
の

町
内
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
制
限
は
あ
リ
ま
せ

ん
。

日
製
ハ
ガ
キ
を
使
間
し、

住
所

・
氏
名
・
職
業

・

年
齢
附
多
記
入
す
る
。

朝
日
町
出
保
仰
の
5

朝
日
町
教
育
委
員
会
内

背
少
年
育
成
朝
日
町
民

会
議
ギ
グ
，
品
へ
。

川
川
引
日
前
印
布
効

「あ
さ
ひ
」
広
報
紙
上

保
間
作
品
に
は
記
念
品

格

11(1fll56年10川4Hから改正されました。

ぶしいことは．市111労働法t¥'>/uJH金議 （宮

0764 -32 -2727）またはJill:得りの労働基格監

f守・r:-へおIJlJL、合わせて ドさいの
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日時

場所

相談貝

－
震
の
猷
血
・

協

力

者

名

き

－

8
月
実
施
分

l

境
地
区

本
仏
春
美
、
水
川
和
彦
．
深

沢
一
男

宮
崎
地
区

加
藤
秀
人
、
水
川
苧
夫
、

嘉
義
岳
春

笹
川
地
区

竹
内
秀
都
子
、
勝
田
誠

一
、

長
井
秀
琢
、
長
井
幹

f
、
同
州
内

w
f、

竹
内
幸
彦

泊

一

区

岡
田
柏
久
、
武
田
佐
知
子
、

土
居
勝
彦
、
川
波
正
志
、
い
け
川
階
以
的
、

高
松
限
則

泊

二

区

大
同
喜
美
江
、
伊
総
友
ケ
入
、

川
端
幸

f
、
芦
間
明
美
、
前
九
’灯、

川
村
正
人
、
ヰ寸
崎
宏
美
、
同
静
男
、

山
田
久
志
、
佐
渡
光

f
、
年
充
功
、

土
日
江
勝
広
、
谷
美
子
、
川
畑
松
宮
美
子
、

新
保
登
志
雄
、
田
町
沖
美
和
r
寸

泊
三
区

岡
品
明
、
松
崎
春
江
、
藤
田

郁
子
、
大
品
妙
子
、
平
沢

一
博

平

ご案内

政相談
第l、3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（宮 3-0050) 

…広

相談ごと

回
友
成
、
大
西
緒
三
雄、

平
坂
・k
K
博、

機
貝
幸
子
、
松
浦
久
美

f
、
草
野
刻

一
郎
、
平
沢
掛
子
、
坂
東
保
夫
、
近

江
正

一
、
平
野
清
彦
、
井
口
真
由
美
、

魚
津
美
紀
子

五
箇
庄
地
区

山
川
弘
、
谷
U
万一川、

松
井
－H
山
美
、
爪
軒
久
子
、
日
け
フ
ミ

f
、
rm軒
弘
、
前
繁
忠
、
山
千
即
忠

子
、
市
茂
英

f
、
永
井
古
前
向
、
金
沢

山
松
山
正
附
、
黙
示
美
紀

f

南
保
地
区

中
村
和
彦
、
谷
U
知
江
、

殿
村
志
子
、
北
山
悦

f
、
中
川
村
一

、

谷
U
山
次

山
崎
地
区

安
述
義
則
、
辻
栄
哲
男
、

桝

一l
川
、
秋
山
奇
問
、
制

一
容

f
、

作早川
m九

f
、
～
宏
一
迫
忠
的
、
本
川
島
川
、

七
沢
義
弘
、
以
山
い
’
灯
、
波
辺
川

f
、

re
〈
b
ド
h
A
，
』

S
S
E
T

－’・r山
H

，，，41

大
家
庄
地
区
川
瀬
尖
、
梅
山
義
弘
、

背
水
鉱
冊
、
青
木
睦

f
、
以
U
先
忠
、

由
井
下
位
子
、
J

川
水
制
、
小
川
，
山
山
、

訂
橋
弘
子
、
藤
田
恭

一

（位
名

A人権法律・登記相談
日時 10月20円同

午後l時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人権擁護委員

上回憲二（宮 2-0127) 

在国祐芳（宮 2-2164) 

尊野三郎（官 2-1034) 

魚津法務局職員

A心配ごと相談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝臼町福祉センター

（宮 3-0576) 

場 所

相談員

お
＠
明
、
お
A
S

お
〈
瓜

va

、
町
川

H
U
氏
U
・1
－
F
t
j
pb
I
I
H叱

F
W
川

ι
T
p
b
q
c
w
l
’
l
！日目
ソイ

お
す
こ
や
か
に

境

水

川

忠

彦

二
女

映

mt叫

ん川

崎

必

義

邦

昭

長

男

知

H
也

笹

川

勝

田

栄

治

二
女
知
日
来

上

機

尾

山

田

知

也

二
男
泰
久

束
三
浦
町
一
加
地
俊
雄

二
女

十本
絵

一白
三
浦

町

九

岡

武

志

長

男

大

助

束

草

野

寺
田

武

長

女

由

美

西

町

西

村

義

和

長

女

恵

里

ギ
柳
l
区

折

谷

美
喜
男

二
男
賢
向

平
柳
2
区

河

村

智

明

長

男

明

生

所

ム交通事故巡回相談
①日時第 1・3月曜日

午前10時～午後3時

黒部市中央公民館

第 1・3水曜日

午前10時～午後3時

県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

場所

②日時

場所

日

場

版

刷

山

川

五

一一
切
払
山

市

針

路

削

附

雄

以

女

愛

mk

竹

の

内

れ

淵

汗

一
以
女
ユ
カ
リ

ん
』

η，
h
w
，
I
L川
川

b
f
Hッ

・2
．，、H
ソ

じ

ん
l

κν

u
y

pt
品

H

U

”Eツ
s
i刷
フ

1

山
川
品
川
川
水
英
一
い
長
女
さ
や
か

い
い
川
品
川
川
水
州
側
よ
い
れ
れ
剛
力
佼
ω
1

羽

人

以

山

正

夫

u
k
m力
一比
u

防

法
岩
崎
水
野
川
間
以
剛
力
桁
附

殿

町

大

作

文

総

μm内
市
也

制

野

山

崎

稔

μ女
柿
英

三

校
防
総
凹
凶
政
以
女
心
川
市
都

f

お
し
あ
わ
せ
に

0 0 0 

f；中東松 * 
道；面 i寿谷 ・1,・
湾 下 町町 町詩的

。
八日お

く
や
み

境

宮

崎

荘棋 Ti 大谷機 rj~ 水

Ill村 ，（＇；

み 約 i,¥ll{{ 

~ HJ) ・（ 茂 r-

桂木村

美 政 主幹予
水金

山森

い甚

h

ハ
（

η）

と
（
mw）

ii長小小 山世r 版本 1官．
イi・イ，：!)j越 低

以池池 山.：~ 行問fIBJ川

件

宇

佐

｛
町山
｝

必

必
P

て
｛
引
）

山

あ

や
（
印山
｝

原

い

と

（
別
）

雌

み

さ
（
－M
｝

法

化

失

｛
げ
－

注

附

占

工

m
－

端

み

よ

『
叫閃
）

中

ヤ

ヱ

（
刀
－

m
計

十一

一的
－

附

は

る

（
似
｝

必 )L九 i11J安安松勝大 lJllH 

朝
日
町
善
意
銀
行

村
会
一
M
M慌
の
た
灼
に
と
、
次
の
む
々

か
ら
柏
町
日
立
の
品
川
託
が
あ
り
ま
し
た
～

マ
刺
日
町
尚
工
会
青
年
部
よ
り
あ
さ
ひ

ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
金
を
3
2

0
0
0
円

マ
丘
関
山
崎
人
会
よ
り
雑
布
川
牧

マ
制
日
町
建
築
事
業
協
同
組
介
背
年
部

よ
り
2
万
円

マ
沼
保
大
村
光
勇
さ
ん
よ
り

2
M円

を
在
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
へ
指
定
寄
付

マ
本
町

五
氷
点
芳
さ
ん
よ
り
衣
頼
印

占山
マ
五
筒
庄
小
字
校
児
実
広
よ
り
十日
切
手

2
4
3
1校

マ
境
水
い
川
熊
次
郎
さ
ん
よ
り
誕
生
日

献
金
と
し
て
中
国
よ
り

一
時
帰
凶
の

南
保
志
保

f
さ
ん
の
家
紋
へ

3
万
円

を
指
定
寄
付

、Ia
E
f

－－－E
A
 

－－za
－－
 
’’SE
E

、
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一
み
ん
怠
＠
一

一
ス
ポ
ー
ツ
一

第
6
回

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

ひ－

第
6
凶
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
は
8

月
初
日
、
朝
日
町
民
総
合
体
行
館
に

む
い
て
州
明
日
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
日

間
と
人
駒
内
・
此
刷
…
山
な
ど
棋
巾
町
か
・
り
附

侍
し
た
6
間
総
勢
制
名
が
参
加
し
て
縦

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
れ
’
E

大
会
は
．蛇
行

ラ
グ
ビ
ー
少
年
間
米
任
市
ニ
討
の
力
強

い
選
手
古
一獲
の
あ
と
、
係
自
ご
と
に
弁

会
場
に
わ
か
れ
目
頃
の
鍛
練
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

さ報 ……・…あ……一広

ス
ポ
E
ツ
行
．
成
績

宮
崎
体
協
優
勝

ク
ラ
ブ
対
抗
野
琢
郡
大
会

郡
下
印
チ
ー
ム
の
ク
ラ
ブ
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
凱

5
M卜
新
川
部
ク
ラ
ブ

付
抗
針
球
大
会
は

m
H、
小
九
山
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
決
勝
戦
を
行
い
、

品開
…叫刊

の
結
果
山
一
時
体
協
が
三
木
ク
ラ
ブ
を
l

付
。
で
岐
リ
悩
勝
し
ま
し
た

成
制
は
次
の
泊
り

マ
準
決
勝
目
的
体
協
4
｜
l
ピ
ッ
ク
メ
ン

三
太
ク
ラ
フ
6
｜
0
．卜
立
球
友
会

マ
決

勝
ん
川
崎
体
協
l
｜

O
三
太
ク
ラ
ブ

A
H

青
柳
ク
ラ
ブ
初
優
勝

第
2
町
朝
日
町
野
球
協
会
々
・h
K
M

仲
野

球
大
会
の
決
勝
戦
は
9
月
3
H午
後
7

時
か
ら
、
町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ

タ
ー
地
設
安
利
用
し
て
背
柳
ク
ラ
ブ
｜

殿
町
ク
ラ
ブ
が
付
時
熱
戦
の
結
奈
川

柳
ク
ラ
ブ
が

3
11
で
殿
町
ク
ラ
ブ
を

破
リ
初
催
勝
を
飾
り
ま
し
れ
／、

州叫
ん
H
終
了
後
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
氷

比
野
球
協
会
以
か
ら
百
柳
ク
ラ
ブ
山
本

位
将
に
優
勝
棋
が
手
波
さ
れ
、

4
日
間
、

げ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
大
会

は
品
熱
戦
の
格
安
朗
じ
ま
し
た

マ
準
決
勝

殿
町
ク
ラ
ブ

4
1
0
一一．
太

ク
ラ
ブ

車
内
柳
ク
ラ
ブ

2
1
0日
東

紡
績
青
柳
ク
ラ
ブ

3
｜
1
殿
町

ク
ラ
ブ

マ
決

勝

J蓄積 合
型騒蹄バ第
A レ5

会 1・ 期 ｜固
場 日ボ夜

｜間
Jレ
大
ぷ』

i本物IJ-. 11f: 10 
tJ l:l 叫 ）~ JI 
M町日火 20

1~ . 十l
総本か
イ？ ・ ら 一

－－一

(12) 

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ス
ポ
ー
ツ

4
人
集
ま
り
楽
し
も
う

女
性
ピ

l
チ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

0 
WI 

H 

日
付
お
臼

｛水
）

H
川
幻
日

（金
）

日
月
初
日
（
月
｝

町
民
総
合
体
行
航

制
日
町
孔
位
打
法
ひ

勤
務
い
れ
で
初
必
以
l．

の
K
性

O
チ
ー
ム
編
成

・
一
部

却

ぬ

以

上

フ
リ
l

－
二
郎

飾品合
中
、
常
時
コ
ー
ト

内
に
mw歳
以
上
の
荷
が

2
名
以
上
い
る
’
｝
と
ω

・
…選
千
笠
υ”は、

一
チ
l
ム
6
名
以

内
で
‘
年
齢
は
4
H
1
日
現
在
。

O
申
込
み
先

・
朝
日
町
教
立
百
会
え
は
、

lv
A

ト．、，SE－
－
凶
同

山
刊

i
l
k
m

O
山
中
込
み
打
法

総
h、

脅
第
勾
田
町
長

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

－
R

第

4
田

駅
伝
マ

ラ
ソ
ン
大
会

品会期
こ込
はみ
体＆体制 1I 
tJひ fJl:l JI 
fii:”下命1・a了
へ 紛l 民 8
．に総合
つ 合 こ

学事い1t1~雪期
て j主 l場日
はみ ト所
件、；／立 lI 

ti'~ ~ J.~ 脅 J,J
へ 細 休日

三 ！－，~B 

場日
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q
1
1
1
1
1
1
h
u
h
l
u
o
i
l
l
i
t－
－

A
M
i
l
l
i－－
h
y
d
 

－

－一

・

』

＼
i
l
l

、，
b

員

白

二
の
房

ヘ
，
い

u
y

一
一

二
舟

健

／

出

窓

感

欄

W
A一一

四
一
人
U

／

1

‘
J
欄
潮
騒
魚
織
悶
脳
内
九

一一
日

一

－一
緒
l

i
J
q
1

t

昌
一

一

な
わ
と
び
健
康
法

一

一

あ

な
た
は
、

ス
ポ
ー
ツ
は
、
グ
ラ
そ
の
場
で
向
起
と
び
を
l
分
間
連
一

一
ン
ド
や
体
育
館
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
続
し
、
歩
き
な
が
ら
却
抄
休
ん
で
一

時
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ま
た
l
一分
間
傾
。

一
家
族
が
日
常
生
活
の
中
で
ス
ポ
ー

を
て
み
ま
し
ょ
フ
。

一

一
ツ
を
始
め
る
た
め
に
は
、
身
近
な
所

一
で
、
い
つ
で
も
気
軒
に
内
由
に
動
い
て
③

パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に

一

一
み
る
よ
と
で
す
。

家
峡
ぐ
る
み
で
組
を
く
ん
で
、
ぃ
一

一
そ
ん
な
気
楽
さ
で

「な
わ
と
び
」
を
ろ
い
ろ
な
と
び
万
で
、
ひ
と
汗
か
く
－

一
始
め
ま
し
ょ
う
。

ま
で
と
ひ
ま
し
ょ
う
。

一

－

な
わ
と
び
は
全
身
的
な
運
動
で
す
か

中

一
ら
、
走
る
運
動
と
同
線
、
呼
吸
循
環
機

④

自
分
の
力
に
応
じ
た
と
び
方

一

一
能
や
筋
の
持
久
性
を
高
め
ま
す
。
二
重

な
わ
と
び
は
、
高
度
な
技
術
を
要
一

一
と
ぴ
、
三
重
と
び
に
な
る
と
、
瞬
発
力

す
る
い
ろ
い
ろ
な
と
び
方
が
あ
り
ま
一

一
の
訓
練
に
も
な
り
ま
す
。

す

。
体
力
に
応
じ
て
川
市
や
賀
会
v
変
え
一

一

機
能
的
合
服
装
に
着
が
え
て
、
や

や

る

べ

き

で

す
。

司

一
厚
手
の
靴
下
を
は
い
て
運
動
靴
で
行
い
慣
れ
て
き
て
体
力
が
つ
い
た
ら
、

一

V

ょ
う
。

自
分
で

uw一
を
嶋
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
－

v

ま
ず
準
備
運
動

⑤

な

わ

一

主
同
年
者
で
急
激
に
二
重
と
び
な
あ
ま
り
幹
い
材
質
だ
と
と
び
に
く
一

」
券
、
す
る
と
、
ア
キ
レ
ス
腿

を

切

る

い

の

で
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ロ
ー
プ
等
一

一
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
足
が
少
し
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

一

司

か

く

な

る

ま

で

、

そ

の

場

と

び

、

一

け
足
足
ぶ
み
を
し
ま
し
ょ
え

怠
わ
と
び
で
、
体
力
づ
く
り
を

一

し
ま
し
ょ
う
。

一

片

の
場
と
ぴ
の
連
続

し

報ー…………あ一広
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目
は

ωと
か
ら
だ
の
窓

ー
旬
月
刊
日
は
自
の
愛
護
デ
｜

「日
は
心
の
窓
」
と
H
H

か
ら
れパ
わ
れ
ま
す
が
‘

一

万

「
H
は
か
ら
だ
の
窓
‘

と
も
J
え
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
円
に
は
心
ゃ
か
ら
だ
の

状
態
が
現
れ
る
も
の
な
の

で
す
。
山
払
た
ち
が
生
泊
す
る
卜

で
と
て
も
大
切
な
刊
で
す

が
、
あ
な
た
は
、
ふ
だ
ん

円
を
間
仙
臥
し
て
は
い
ま
せ

ん
か
。
先
ご
ろ
の
即
生
省
調
併

に
よ
る
と
、

A
ー
や
日
本
人

の
3
人
に
l
人
が
メ
ガ
ネ

を
か
け
て
い
る
そ
7
で
す
。

仮

性

近

視

は

治

る

近
く
の
も
の
は
よ
く
見
え
る
の
に

速
く
の
も
の
が
よ
く
見
え
な
い
の
は
、

大
半
が
近
悦
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
近
視

に
な
り
や
す
い
主
質
を
も
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
の
で
す
が
、
日
．同引
の
心
が
け

こ
そ
大
い
に
彬
将
し
ま
す
。

近
視
が
進
む
時
に
は
、

一
次
的
に
仮

性
近
祝
の
状
態
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
仮
性
近
視
と
い
う
の
は
、
近
く
の
も

の
を
長
く
見
す
ぎ
た
時
に
、
自
の
中
の

レ
ン
ズ
の
厚
さ
を
調
節
す
る
も
様
体
と

い
う
筋
肉
が
疲
れ
て・
7
ま
く
働
か
な
く

な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

こ
の
仮
性
近
視
の
時
期
に
、
眼
科
で

適
切
な
治
療
を
受
け
、
日
常
生
活
で
も

注
意
を
続
け
れ
ば
、
大
半
が
治
り
ま
す
。

近
視
を
促
進

さ
せ
な
い
た
め
に

ま
た
、
す
で
に
近
悦
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
で
も
、
近
悦
の
皮
が
進
ま
な

い
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
立

し
ま
し
ょ
・
7
。

①

正
し
い
姿
努
で
も
の
を
見
る
よ
う

に
し
ま
す
。

読
書
の
時
は
、
背
す
じ
を
伸
ば
し
て

却
セ
ン
チ
位
尉
附
し
て
見
ま
す
。

泌
こ
ろ
ん
て
ぶ
・
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ

ビ
を
見
た
り
す
る
こ
と
は
、
最
も
自
の

た
め
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②

暗
す
ぎ
て
も
明
る
す
ぎ
て
も
い
け

ま
せ
ん
。

太
陽
光
線
が
直
接
本
に
当
た
っ
て
い

た
り
、
テ
レ
ビ
の
画
．
耐
に
反
射
し
た
り

す
る
と
目
が
彼
れ
ま
す
。

時
い
所
で
は
、

室
内
の
照
明
め
は
か

に
読
書
用
の
ス
タ
ン
ド
を
左
前
に
置
き

ま
す
。

③

テ
レ
ビ
を
見
る
時
は
、
画
面
の
5

伯
以

I
勝
れ
た
位
置
で
、
目
と
同
じ
高

さ
か
や
や
低
い
所
に
お
い
て
見
ま
す
。

1
時
間
以
上
続
け
て
見
な
い
ト
キ
フ
に

し
ま
す
。

④

揺
れ
る
乗
り
物
の
中
で
本
を
読
ま

む
L

。

⑤

適
当
に
透
く
の
も
の
を
見
る
機
会

（
戸
外
の
運
動
な
ど
）
を
つ
く
る
。

⑥

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
。

⑦

全
身
の
健
康
状
態
に
注
意
す
る
。

⑧

学
校
や
日
常
の
仕
事
・
生
活
に
不

自
由
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

（的
前
後

の
視
力
）、
た
め
ら
わ
ず
メ
ガ
ネ
を
使
う
。

A
H
わ
な
い
メ
ガ
ネ
、
特
に
強
す
ぎ
る

メ
ガ
ネ
は
よ
く
あ
リ
ま
せ
ん
か
・
り
、

汁
一

昨
聞
な
検
肌
を
受
け
て

（少
な
く
と
も
総

初
は
版
科
似
て
）
、
よ
く
人
口
勺
た
メ
ガ

ネ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

老
眼
に
な
っ
た
ら

た
め
ら
わ
ず
老
眼
鏡
を

私
た
ち
の
刊
の
調
幣
力
は
、
年
齢
附
と

と
ら
に
氏
、
え
て
い
く
も
の
で
す
内

在
服
と
い
う
の
は
が
な
る
在
化
現
象

で
あ
り
、
主
化
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の

ひ
と
つ
と
々
え
て
も
よ
い
で
し
ょ
・

1

だ
れ
で
も
遅
か
れ
い
か
れ
な
る
も
の

で
、
仰
悦什似の

uk千人
で
は
、
ヂ
均
的
i

円
引
税
こ
ろ
に
山
て
く
る
と
す
円
わ
れ
て
い

ま
す
。
新
聞
な
ど
を
か
ざ
し
て
比
る
よ
う
に

な
る
と
、
い
よ
い
よ
主
眼
鋭
の
助
け
を

併
リ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
わ
け
で

す
。老
眼
に
な
っ
て
も
、
も
し
メ
カ
ネ
を

使
わ
な
い
と
、
目
ば
か
り
か
、
か
ら
だ

も
疲
れ
や
す
く
、
絹
こ
り
な
ど
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
か
ら
、
が
ま
ん
せ
ず
に
、

適
切
な
メ
ガ
ネ
を
使
う
べ
き
で
す
。

強
す
ぎ
る
メ
ガ
ネ
は
、
自
の
被
れ
る

版
凶
と
な
る
の
で
、
他
人
の
メ
ガ
ネ
を

代
川
せ
ず
、
自
分
の
メ
ガ
、
不
安
持
ち
ま

し
ょ
、
つ
。

老
版
の
場
合
も
、

一
度
、
眼
科
で
検

査
を
受
け
、
よ
く
合
っ
た
メ
ガ
ネ
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
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lみんなの保健｜ H 月の事業案内

術

考一

’参
一

一理
持
一

一生
帳
一
参

一
の
手
一
持

一
中
子
一
帳

一娠
母
一
手

5
・i

l
－
－

2
釦
H
V
目

t
n
MR

S
J

－，－
a

「
生
一
母

区

対象 地 区

1也全

II 

II 

検査料 1.500円院
科

術
形外
j白
色宅

II 保健センター

母子手帳持参

日~主
午後
i:oo～ 3:00 
!r-前
9:00～！O:oo 
午前
io:oo～ll:oo 
1午後

26 RI i:oo～ 2:30 
午後
i:oo～ 2:30 

t義

保健センター

A
Z
 

詞
可
－E
Z
 

20@ 

者

H: Ir,,} 

象付業

紐

診
学

一
四一

親

一
d

母

一
3

市
伊

26 R 56年 8JJ中．

母

子

56.if・
5・6・7JJ 't. 

股関接脱臼
検査

乳児健診

3歳児健診

保

健

II II 19 R 53j手6・7H生

生活改善
センター

!I二1jij
9:00～l〔＞：oo 検査料 1,000円区地崎

，・．
＇・’ ,., ・.r.・υi －． 者i胃集団検診成

人

病

予

防

午後
1:30～ 2:30 

婦 人検 診 900円倹炎料大家 J.i：地 区大家I｝小ザ：校

午前
9:30～l i:oo 区

午前 I 1H・川新公1（館IJi!・ 川 新
10:30～12:00 I "" I " 

午後 い1：日針 I....,
3：＂，、世＼：行公 1（航 I~t 作1 : 3~~ － 3:00 .kl: II l'I’I,, 

川Jj • "" I i111・水町公民館Iil't 水 町
駅：m～lI :oo I ＂＇，，、叩I" 

a⑪r ；，~＂.~－lmrn－~；－百戸γ－＝－~
i ：~（ 

藤ど反＇ l＂ ~f· . 横道

J也令保健センター

桜塚公民館

JIJ ,Ji; 

’H衣
1:30～ 3::30 

午.1ili
9：；却～11:00

午後
1:30～：no 

17 R 人lt11l 

健康体操教室

キッチンカー
による
栄養指導

食l
生i
；舌

22⑪ 
改

人lt~l 巡回栄養指導
普

母子手帳持参

,Ji；川公i込書店

二

館

一

一

一

一

タ
一
氏

－
タ

タ

一

、／

一
、、
一
、／

…
、／
a

セ
一ぱ
一
セ

一
セ

一

川唯

一

u一
位

一
長

一

山
川

一

uリ
一

川

帥

開

制

29⑪ 

午後
1:30～ 3:00 25⑧ j凶 ~ifのある人

定期円以外でも保健
婦，栄養士が駐冶：し

ている時は．相談を
受けます。

区I也全保健セン ター
者I

百日咳・ジフ
テリア・破傷風
混合予防接種

母子健康相談

一般健康相談

栄養相 談

午後
1:00～ 3:00 

6@  

13@ 

25@ 

品f:ll-11l・:fl幼児

予
防
接
種

定
期
健
康
相
般

司

3
F
h
y斗

・rr 

11月の休日救急診療当番医

11@ 

12 R 
一一一γ一 一「

i,- i::tl r.・ I 21⑨ 

拡哨行I4@  
(ft.ii 人） I 11 R 

ツ
ツ
ガ
虫
病
に
ご
注
意
グ

、、‘．，，
an

“
 
．．
 

4
EE
A
 

，I
1

、

。
ツ
ツ
ガ
虫
病
ど
は

剖

ツ
ツ
ガ
虫
病
は
、
山
間
地
や
阜
地
、
休
耕
凶
等
に
機
ん

4

で
い
る
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
ツ
ツ
ガ
虫
と
い
う
ダ
ニ
が
つ
い

て
、
な
か
に
桜
く
ま
れ
に
病
原
体
（
リ
ケ
ソ
チ
ア
）
多
持

陥

っ
て
い
る
ダ
ニ
が
、
た
ま
た
ま
人
を
刺
す
と
高
い
熱
や
発

負

疹
な
ど
を
起
二
す
も
の
で
、
下
新
川
郎
地
ト
々
を
中
心
に
、
幻

昭
和
日
年
以
来
十
件
年
叩
月
1
日
月
に
か
け
て
発
生
し
て
い
（

ま
す
。

o

A
V
ツ

ツ

ガ

虫

病

の

症

状

者

爪
滴
さ
れ
て
一
週
間
松
し
て
急
に
熱
が
出
て
き
ま
す
。

E

②
品開
…
が
山
て
か
ら
2
1
3
Hし
て
発
疹
が
出
る
ニ
と
が
あ
ト内宮

り
ま
す
6

2

9お
つ
け
仰
や
ワ
キ
の
下
、
首
の
ま
わ
り
等
の
リ
ン
ハ
計

腺
が
は
れ
る
こ
と
が
あ
り
草
す
υ

特

※
人
か
ら
人
に
は
・
7
つ
リ
ま
せ
ん
。

十今

※九
一必
に
品
開
…
が
出
る
な
ど
の
病
状
が
税
れ
た
ら
U
T
く
．K
耐
の

aa守

U
6
山
保
キ
受
け
て
く
だ
さ
い
む
約
機
す
れ
ば
完
全
に
的
り

ま
す
，

数

。
自

頃

の

注

意

件

①
山
間
地
や
市
地
な
ど
ふ
義
足
で
少
か
な
い
よ
7
に
。

②
不
字
、
、
に
抗
一
般
さ
わ
ら
な
い
よ
・
7
に
‘

故

③
不
ズ
ミ
阜
市
を
ト
・
分
す
る
ょ
っ
に
．

事

，
 ．．．．
．
．
．． 

：
・・・・・・・・2
通交内町の白川

n
H
d
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